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（２）分類

　本遺跡から出土した遺物を分類毎に集成した図が，第
3-65図である。薩摩半島南西部の縄文時代後期は初頭に
南福寺式土器，出水式土器，岩崎上層式土器が出現し指
宿式土器に変わり，松山式土器そして中葉になると市来
式土器になるとされている。本遺跡からは縄文時代後期
の特に前半～中葉の指宿式土器・松山式土器・市来式土
器が大量に出土しており，これらを包含層出土遺物では
Ⅲ類～Ⅵ類に分類を行った。指宿式土器をⅢ類に松山式
土器をⅣ類，市来式土器をⅤ・Ⅵ類に分類を行った。さ
らにそれらの内28点の自然科学分析（放射性炭素年代測
定及び炭素・窒素同位体比分析，第８章第２～４節参
照）を行い，一部は中央大学文学部教授小林謙一氏が分

析を行っている（第８章第16節）。それらを一覧にまと
めたのが第3-40表である。
遺構出土の土器

　遺物集中からはⅢ類・Ⅳ類の土器が，出土した。包含
層から出土した土器の分類に照らし合わせると遺物集中
１からⅣ類，遺物集中２からはⅢa類，遺物集中３からは
Ⅲｄ類，遺物集中５からはⅢb類と「壺」状の土器，遺
物集中６からⅢｂ類，遺物集中７からⅢｂ類とⅢｄ類及
び台付皿，遺物集中８からⅢｄ類及びⅣ類，遺物集中９
からⅢｂ類とⅢｄ類，遺物集中10からⅢｂ類が出土して
いる。なお，遺物集中４は，円盤形土製品の集中箇所で
ある。さらに，土坑31号からはⅤ類が，出土している。
以上のことから遺物集中の土器は，Ⅲ類に集中している

第3-40表　縄文時代後期出土土器自然科学分析測定結果一覧表

掲載
番号

試料
番号

測定機関
番号

14C 年代 補正用δ 13C δ 13C δ 15N 分類 型式 器種 部位

1060 25 PLD-42978 4235 ± 35 -24.86 ± 0.56 -26 4 松山式 深鉢 口～胴外

1068 20 PLD-42973 4185 ± 25 -23.96 ± 0.23 － － 指宿式無文 深鉢 胴外

1082 34 PLD-43561 4010 ± 40 -28.74 ± 0.64 － －
磨消縄文

（指宿併行か）
深鉢 口唇部

1239 KAMBN-17 TKA-23866 3923 ± 28 -26.1 ± 0.3 － － 指宿式 深鉢 胴中外

－ 28 PLD-42981 3840 ± 25 -25.76 ± 0.22 -26.4 12.3 指宿式 深鉢 口外

1049 19 PLD-42972 3815 ± 25 -26.44 ± 0.26 － － 指宿式 深鉢 胴内

1344 29 PLD-42982 3795 ± 25 -25.87 ± 0.24 -26.3 8.38 指宿式？ 深鉢 口外

1586 KAMBN-6 TKA-23862 3775 ± 34 -27.4 ± 0.3 － － 市来式 深鉢 胴下外

1214 KAMBN-20 TKA-23924 3764 ± 23 -30.2 ± 0.4 -29.1 5.2 指宿式 深鉢 胴上内

－ 33 PLD-43560 3755 ± 20 -25.93 ± 0.12 － － 市来式 深鉢 胴内

1621 KAMBN-12b TKA-23864 3720 ± 28 -24.0 ± 0.2 － － 市来式 深鉢 胴上外

－ 14 TKA-18534 3708 ± 26 -25.2 ± 0.4 -23.2 4.8

1523 KAMBN-13c TKA-23865 3703 ± 30 -24.3 ± 0.3 － － 松山式 深鉢 胴中内

－ 17 TKA-18541 3699 ± 26 -24.5 ± 0.4 -23.7 5.5

1649 KAMBN-3a TKA-23861 3682 ± 30 -29.5 ± 0.3 － － 市来式 深鉢 胴中内

1595 KAMBN-2a TKA-23921 3680 ± 23 -29.3 ± 0.3 － － 市来式 深鉢 胴下内

－ 16 TKA-18536 3645 ± 26 -31.2 ± 0.4 -27.2 4.7

－ 15 TKA-18535 3633 ± 25 -35.3 ± 0.4 -26.6 2.3

1657 KAMBN-7 TKA-23863 3632 ± 29 -26.2 ± 0.2 － － 市来式 深鉢 胴中外

－ 31 PLD-42984 3620 ± 25 -28.39 ± 0.24 -26.4 11.7 市来式 深鉢 口外

－ 30 PLD-42983 3600 ± 25 -25.44 ± 0.25 -23.4 5.58 市来式 深鉢 口外

－ 12 TKA-18538 3587 ± 25 -28.9 ± 0.4 -25.1 7.6

1649 KAMBN-3b TKA-23922 3582 ± 23 -27.2 ± 0.5 -26.6 11.1 市来式 深鉢 胴上外

－ 13 TKA-18537 3503 ± 25 -23.9 ± 0.4 -23.8 4.5

1621 KAMBN-12a TKA-23923 3497 ± 23 -28.1 ± 0.5 -24.8 7.3 市来式 深鉢 胴下内

1031 18 PLD-42971 3415 ± 40 -35.01 ± 0.72 － － 指宿式 深鉢 口外

－ 11 TKA-18539 2891 ± 23 -20.2 ± 0.4 -23.7 1.1

－ 10 TKA-18540 2585 ± 24 -22.2 ± 0.4 -23.6 -0.4
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ことがわかる。特にⅢｂ－２類（靴形文）は５か所の土
器集中から，Ⅲｄ類（無文）は４か所の土器集中から，
Ⅲｂ－３類（山形文）とⅢｂ－４類（横「Ｗ」字文）は
それぞれ１か所の土器集中から確認された。このように
遺物集中から出土する土器は主にⅢ類ではあるが，細か
く見ると偏りがある。具体的には，Ⅲｂ－１・５・６類
は出土していない。つまり，Ⅲ類は遺物集中の時期のも
のとそれ以外のグループで分類することができる可能性
がある。
　次に，包含層出土のⅢｂ類は，施される文様に着目し
て細分した。ここでは文様の割り付けや規格性という観
点からⅢｂ類の特徴を述べる。大きくは文様の割り付け
を行うものと割り付けを行わないものに分けることがで
きる。割り付けを行うものは１単位の文様の大きさが統
一されるが，割り付けを行わないものは一周した施文が
最後でそれまで施してきた規格性のある文様の大きさと
違いが出てくるという特徴をもつ。また，割り付けを行
わないものでも１単位の文様に規格性がなくなり，文様
の簡素化が見られるものもある。
　以上の観点から一覧にまとめたものが，第3-62図であ
る。これを見ると文様の割り付けを行うもの（Ⅲａ－１
類・Ⅲｂ－１類）と行わないもの（Ⅲｂ－２～７類）が
供伴することはない。文様の割り付けを行わないが一定
の規格性のある文様をもつものと文様の割り付けを行わ
ず文様も簡素化するものは供伴するとわかる。
Ⅰ類土器

　Ⅰ類は磨消縄文で，貝殻などで縄文を模した擬縄文も
ここに含む。Ⅰ類は文様構成によって５つに分類（Ⅰa～
Ⅰｅ類）でき，上記に当てはまらなかったものをⅠｆ類
とした。Ⅰa類は，３本１組の沈線で文様を構成する福田
K2式併行～福田K2式の１段階後の時期である。Ⅰｂ類
は２本１組の沈線で文様を構成し，福田K2式の２段階後
の時期である。Ⅰｃ類は肥厚した口縁部に沈線と縄文で
文様を構成するもので，福田K2式の２段階後～小池原下
層式期の時期である。Ⅰｄ類は口縁部や口唇部，胴部に
渦巻文や渦巻状の文様を施すもので，肥厚した口縁部に
半月状や「Ｃ」字状の沈線を向かい合うように施し，胴
部に渦巻き状の「e」字状の沈線を施す1115は小池原下層
式に比定され，口唇部に「Ｓ」字状に粘土紐を貼付け，
口縁部～胴部に横に広い渦巻き文を施す1120は小池原上
層式に比定される。Ⅰe類は肥厚した口唇部が幅広でそ
こに沈線や刺突を施し，波頂部の口縁部～胴部に把手や
渦巻き文を施し，口縁部～胴部に２本～３本の沈線と縄
文を施す鐘崎式である。Ⅰｆ類は上記に該当しない土器
で，器形や文様等からおおよそⅠｂ類の時期に併行する
と考えられる。1138・1139は３本一組の沈線と擬縄文を
施しており，Ⅰa類と同時期の可能性が高い。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類土器

　Ⅰ類は磨消縄文で，その文様構成で６つに分類した。
Ⅱ類は凹線文系土器で宮ノ迫式土器・岩崎上層式土器・
南福寺式土器・出水式土器を含み，大きく２類に分類し
た。口縁部に刺突や短沈線を巡らせその下位に凹線によ
る主文様を施すものⅡａ類（宮ノ迫式土器の特徴をもつ
もの）と口縁部に沈線や突帯，肥厚部による区画をもつ
文様帯をもち，そこに凹線文を施すⅡｂ類（出水式土器
の特徴をもつもの）に分けた。ここではⅠ類とⅡ類の関
係性についてⅠａ類の1084を例にして考える。1084は口
縁部が肥厚し，そこに横位の刺突を２段，その左右に２
条の沈線を配し，胴部には３条１組の沈線文を施して
いる。同じく胴部に３条1組で文様を構成する福田K2式
（新相）の特徴を有することからⅠａ類に分類した。
1084の口縁部形態及び文様は，Ⅱｂ類の1165と類似して
いる。つまり，1084は口縁部にⅡｂ類の特徴である文様
をもち，胴部にはⅠａ類の特徴をもつ文様を施している
ことからⅠａ類とⅡｂ類の折衷型の土器であるといえ
る。このことから，Ⅰａ類とⅡｂ類は併行関係にあると
考えられる。
　Ⅲ類は文様構成が複数種類のもの（Ⅲａ類）と単一種
類のもの（Ⅲｂ類）の大きく２種類に分け，さらに文
様帯の幅が胴部まで広がるもの（ａ－１類，ｂ－１類）
と口縁部のみの狭いもの（ａ－２類，ｂ－２～７類）に
よっても細分することができた。ここではⅢ類の中でも
口縁部から胴部上位まで文様が施文され複数種類の文様
を施すⅢａ－１類と磨消縄文で２条１組の沈線と縄文
で文様を構成するⅠｂ類の比較を行う。1186（Ⅲａ－１
類）の文様は胴部まで及び，２条の平行沈線で曲線や直
線による文様を，沈線の端部は鉤手状の渦巻文を施す。
1086（Ⅰｂ類）も口縁部から胴部下位近くまで文様を施
す。文様は２条１組の沈線で曲線や直線による文様を施
し，端部は鉤手状の入組文で構成される。２条1組の沈線
端部が1186に見られる渦巻文とはならないが，全体的な
文様構成は類似している。同じように1090（Ⅰｂ類）も
胴部上位までの文様帯をもち，文様構成も1186と類似す
る。このように，Ⅲａ－１類とⅠｂ類は関係性をもつと
考えられる。
　遺物集中から出土したⅢｂ類の文様割り付けの特徴に
ついては前述のとおりであるが，ここでは包含層出土の
Ⅲａ類とⅢｂ類について文様割り付けの観点で比較検討
を行う。Ⅲａ類は複数の文様を沈線で施すものである。
Ⅲｂ類は，口縁部に沈線で構成される単一の文様を施す
ものである。Ⅲａ－１類の1186・1187は突起をもち，突
起が基点となり規格性のある文様が巡る。Ⅲａ－２類の
1193は，平口縁で口唇部に２個の刻みを施して割り付け
を行っているようにも見える。しかし，個々の文様の規
格性は崩れ，口唇部の刻みは文様割付けの基点としての
役割を果たしていない。つまり，Ⅲａ－１類とⅢａ－２
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類の狭間にある土器といえる。Ⅲｂ－５類の1251は波頂
部を４か所もつ。Ⅲａ－１類では，波頂部や突起が文
様割付けの基点となって規格性のある文様が施されてい
た。しかし，1251は１か所の波頂部では沈線が跳ね上が
るように施されるが，もう1か所では折れ曲がるだけで規
格性のある文様とはなっていない。つまり平口縁にあっ
ては口唇部の刻みや波頂部や突起を基点として規格性の
ある文様を割付けるという概念は薄らいでいるという現
れと考える。さらに，Ⅲｂ－２類の1217は平口縁で，そ
の口唇部には文様割付けの基点となる刻みはない。口縁
部に施される文様の横幅は，まちまちである。Ⅲｂ－５
類の1260は，突起を４か所もつ。しかし，突起と関係な
く規格性のない文様が展開される。この頃になると，Ⅰ
類のように波頂部など基点とし，規格的に文様割り付け
を行う意義を見いだせなくなっていると考えられる。
Ⅱ類とⅢ類土器

　さらに口縁部から胴部上位まで単一の文様が施文され
るⅢｂ－１類と口縁部に刺突や短沈線を巡らせ，その
下位に凹線による主文様を施すⅡａ類との関係性を探
る。1199（Ⅲｂ－１類）は口唇部直下に２条の太目の沈
線を横位に，その下位に大波文を沈線で施す。1145（Ⅱ
ａ類）は口唇部直下に２条の凹線を横位に施し，その下
位に波形の曲線文を描く。両者の文様構成は，極めて類
似する。Ⅲｂ－１類は２点図化したが，もう１点の1200

も大振りの２条１組の曲線文が胴部まで描かれる。これ
らのことからⅢｂ－１類とⅡａ類は関係性があると考え
られる。また，Ⅲｂ－７類の1282は口縁部が肥厚しそこ
に２条の沈線を施している。1282のように口縁部が肥厚
するものは他のⅢ類ではほぼ見られないため，Ⅱｂ類の
1163などと関係性がある可能性が考えられる。
Ⅲ類・Ⅳ類土器について

　Ⅳａ類は，口唇部及び口縁部に文様帯をもつものであ
る。特に1375は，Ⅳ類の特徴である口唇部に３条の縦短
沈線と２条の横沈線を施す。そして，縦短沈線を起点に
口縁に山形の２条の鋸歯文を施す。また，Ⅲｂ－３類の
1233は口唇部に斜めの平坦面をもち，そこに山形の沈線
を施し，さらに口縁部に２条の鋸歯文を施している。こ
れら２つは口縁部の文様構成が近似しているが，口唇部
の文様構成及び口縁部から口唇部の器形が異なる（第

3-67図）。これら２点のようにⅢ類（指宿式土器）から
Ⅳ類（松山式土器）への移行期と考えられる遺物が出土
したが，少数のため詳細は不明である。今後の資料数の
増加を待ちたい。
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ類土器

　Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ類は本遺跡出土土器群のうち，いわゆる松
山式土器及び市来式土器に比定される土器群を文様構成
によって再分類したものである。それぞれを文様構成及
び器形によって並べ，それと併行すると考えられるⅠ類
土器（磨消縄文系）を並列したものが第3-68図である。
　Ⅳ類土器は「縦３条短沈線＋横２条沈線」で文様を構
成するものであり，それらは口唇部が肥厚し，そこに文
様帯をもつ。縦３条短沈線が刺突に変化し，多条になっ
てくると口唇部の肥厚部が下に下がり始め，口縁部の断
面が三角形状になってくる。この頃になるとⅣ類とⅥ類
の境目に位置するものになる。
　Ⅴ類土器は文様帯が「連続刺突文」で構成されるもの
であり，文様帯は口唇部から口縁部まで広がる。口唇部
に文様帯をもつものはⅣ類土器の器形と近似し，口縁部
に文様帯をもつものはⅥ類土器の器形と近似する。
　Ⅵ類土器は文様帯の上下を刺突で区画し，その内側に
沈線や刺突等の文様を施すものである。これらの文様は
口縁部が肥厚する断面三角形状のものから口縁部中央が
凹み口縁部下位が肥厚する断面「く」の字状の口縁部文
様帯に施される。Ⅵ類土器の中で口縁部上下を刺突で区
画し，その内部にあまり多くの文様をもたないものは口
縁部断面形態が正三角形に近く，Ⅳ類と近似した器形を
もつものがみられる。しかし，これらは全体として口縁
部断面形状が直角三角形から「く」の字状となり，Ⅳ類
土器の器形に後出するものと考えられる。
　Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ類土器を器形を通して並べたところ，Ⅳ類
は文様帯の肥厚部が口唇部から口縁部に移動し，口縁部
の肥厚部が大きく断面三角形状を呈してくると文様のバ
リエーションが増え，波頂部の縦区画の範囲が広くなっ
てくる。Ⅴ類は文様帯が口唇部から口縁部まで移動し，
さらに口縁部に移動すると断面三角形から断面「く」の
字状と口縁部形態が多様である。しかし，口唇部に文様
帯をもつものはごく一部に限られ，そのほとんどが口縁
部にある。Ⅵ類は文様帯が口縁部にのみあり，口縁部も
断面三角形から断面「く」の字状まで広がり，さらに断
面「く」の字状になると口縁部幅がかなり広がることで
文様のバリエーションが豊富になる。また，Ⅳ類・Ⅴ類
ではあまり見られなかった波頂部の頂部や内面に刺突等
の文様を施すものが多くなることがわかった。
　Ⅰ類とⅣ・Ⅴ・Ⅵ類を比較したところ，Ⅳ・Ⅴ・Ⅵの
各類において磨消縄文系の器形や文様形態を模倣し，折
衷したものが１点ずつみられた。Ⅳ類の1421は波状口縁
で波頂部口唇部から口縁部に数の異なる刻みをもつ。こ

第3-67図　Ⅲ類とⅣ類の類似土器

Ⅲ・Ⅳ類の併行関係

1233（Ⅲb-3 類）

1375（Ⅳａ類）
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第3-68図　Ⅰ類とⅣ・Ⅴ・Ⅵ類の併行関係
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れがⅠ類の1115（小池原下層式土器）の波頂部の文様構
成と近似している。Ⅴ類の1519は平口縁で突起をもち，
そこに剝離しているが「Ｓ」字状のような突起を付けて
いる。これはⅠ類の1120（小池原上層式）の波頂部口縁
の「Ｓ」字状突帯を模倣したのではないかと考える。Ⅵ
類では，波状口縁の1673が波頂部の口唇部に平坦面をも
ち，そこに刺突を施している。これはⅠ類の1123・1124

などにみられる鐘崎式土器の鉢の口唇部に平坦面をも
ち，そこに刻みを施す文様を模倣したものではないかと
考える。
　また，Ⅳ～Ⅵ類では深鉢の小型化した鉢（Ⅳ類：1454・
1455など）ではなく，口縁部が内湾する器形をもつ鉢形
の土器が一定量出土することがわかった（第3-69図）。

　鉢形の土器は口縁部が内湾するものだけではなく，
1456（Ⅳ類）・1553（Ⅴ類）・1696や1697（Ⅵ類）などの
ように口縁部が外反し，胴部が強く張る土器もみられ
る。また，Ⅴ・Ⅵ類では，1527・1673・1614・1679など
のように深鉢の中にも口縁部がゆるく内湾する土器もみ
られ，深鉢～鉢の間に近い器形の土器もみられる。Ⅵ類
では，Ⅳ・Ⅴ類に比べ，深鉢～鉢の間の器形をもつ土器
や鉢形の土器などの出土量が多く，1673や1694のように
鐘崎式の鉢形土器の口唇部文様に類似する土器も含まれ
ていることがわかった。これらは今後同時期の器種構成
を考える上での資料となると考える。
小結

　縄文時代後期初頭～中葉の土器群Ⅰ類～Ⅵ類を深鉢，

第3-69図　Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ類の深鉢及び鉢
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鉢，その他器種をまとめて縦方向に配置すると第3-70図
のようになる。これを系統別に見ていくとⅠ類（磨消縄
文系）と文様構成が同様の様相を示すのはⅢ類の頃まで
で，Ⅳ類以降になると縁帯文土器の影響から文様ではな
く器形に磨消縄文の影響が見受けられるようになる。
　しかし，Ⅳ類の1421やⅤ類の1519，Ⅵ類の1673・1694

の様に一部磨消縄文の影響を受けた文様を施すものも見
受けられる。また，第3-70図は各時期の薩摩半島南西部
における当該時期の土器型式を各時期の後ろに括弧書き
で記載した。
　また，本遺跡の同時期の器種構成をみると，後期初頭
（出水式土器ほか）では深鉢を主体に鉢・浅鉢が少量含
まれ，後期前半（指宿式土器）になると深鉢（大～小）
を主体に鉢が一定量，台付皿・器台・小型土器などがご
く少量含まれる。後期前半～中葉（松山式土器）では深
鉢（大～小）を主体に鉢・台付皿が少量含まれ，後期中
葉（市来式土器）になると深鉢（大～小）を主体に鉢・
台付皿が一定量，注口土器・舟形土器などの特殊土器が
ごく少量含まれている。深鉢は後期前半に口径・器高と
もにサイズが最大化し，小型の深鉢（口径20㎝以下）は
各時期に一定数みられる。このように後期前半～中葉は
器種構成が深鉢・鉢・台付皿をセットに各時期によって
その他の土器（器台，小型土器，注口土器，舟形土器）
が含まれ，器種のヴァリエーショに富んでいることがわ
かる。
　本遺跡出土のⅠ類（磨消縄文系）と在地の土器（Ⅱ～
Ⅵ類）の併行関係を一部当てはめることができた。しか
し，これらは器形や文様構成などの型式による併行関係
だけであり，遺構内などの一括遺物によるものではない
ため，今後そのような資料が増加することで，さらに詳
細に判明すると思われる。
３　縄文時代後期の石器

（１）打製石鏃について

　縄文時代後期と考えられる打製石鏃は，406点出土して
おり，そのうち166点（約41％）を報告している。報告し
た石鏃から出土傾向及び組成の傾向を考察したい。

　なお，石鏃の分類基準は事実記載でも述べているが，
下記の通りである。

Ⅰ類　基部が平坦で抉りのない平基式無茎鏃
　ａ　正三角形状を呈するもの
　ｂ　二等辺三角形状を呈するもの
Ⅱ類　正三角形状を呈し，抉りがあるもの
Ⅲ類　二等辺三角形状を呈し，抉りがあるもの
Ⅳ類　先端部が錐状を呈するもの
Ⅴ類　欠損のため，全体形状が不明なもの
Ⅵ類　未製品

　中津野遺跡の打製石鏃の多くは，Ｃ・Ｄ－25・26区に
集中している（第２－131図参照）。剥片も比較的集中し
ている。このことから，同地点は石器製作跡の可能性が
ある。
　打製石鏃の分類ごとの種類は，基部に柄抉りのある凹
基式の石鏃（Ⅱ・Ⅲ類）が全体の67％を占め，平基式は
約20％である。
　石材別ではＯＢ４（腰岳系）の黒曜石が166点中79点
で約48％，次いで安山岩が166点中64点で約39％を占め
る。
　分類ごとの石材傾向は，Ⅰ類・Ⅱ類ではＯＢ４が約52
～55％で，ＯＢ４が占める割合が高い傾向が窺える。
Ⅲ類では，逆にＡＮ（安山岩）が約53％を占める。さら
にⅠ類だけを細分してみるとⅠａ類（正三角形状）ＯＢ
４（15点）ＡＮ（５点）・他（1点），Ⅰｂ類（二等辺
三角形）ＯＢ４（３点）・ＡＮ（５点）・他（４点）と
なり，正三角形状の打製石鏃はＯＢ４を石材とし，二等
辺三角形状は安山岩を石材とする傾向があることが分か
る。これらは，石材選択による打製石鏃の形状の差なの
か，単なる偶然なのかは不明である。搬入された黒曜石
はほとんどが腰岳系と考えられ，大隅半島で多い姫島な
どの黒曜石はなかったことが挙げられる。これは従来か
らの傾向であるが，中津野遺跡が薩摩半島の南西部に位
置することが大きな要因であると考えられる。

第3-41表　打製石鏃石材組成表（単位：個数）

器種＼石材 OB1 OB2 OB3 OB4 OB5 OB6 OB7 OB8 AN CH HF SH SA CC CL GR 系 TU 他 合計

石鏃 4 0 0 79 6 0 0 0 64 0 6 0 0 6 0 0 1 0 166

Ⅰ類 0 0 0 18 1 0 0 0 10 0 1 0 0 3 0 0 0 0 33

Ⅱ類 3 0 0 34 0 0 0 0 25 0 0 0 0 2 0 0 1 0 65

Ⅲ類 1 0 0 14 4 0 0 0 25 0 3 0 0 0 0 0 0 0 47

Ⅳ類 0 0 0 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

Ⅴ類 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4

Ⅵ類 0 0 0 8 1 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 13
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（２）磨製石斧について

　縄文時代後期と考えられる磨製石斧はＤ・Ｅ－12・13
区（第２－133図参照）を中心に，178点出土しており，
その内52点（約29％）を図化している。報告した磨製石
斧からの組成や法量の傾向から考察したい。
　なお，磨製石斧の分類は，本文記載でも述べている
が，下記の通りである。

Ⅰ類　断面が楕円形で，頭部の細い乳房状のもので，い
わゆる乳房状磨製石斧

Ⅱ類　断面が隅丸長方形で，両側面及び頭部が研磨され
たもので，いわゆる定角式磨製石斧

Ⅲ類　片刃で研磨成形を施すもので，いわゆる石ノミ形
石斧

Ⅳ類　その他で，Ⅰ～Ⅲ類以外のもの

　Ⅰ類は，縄文時代でも最も一般的な磨製石斧である。
斧身が厚く直線的であり，刃部は蛤を合わせたような
両刃で，「斧」として使用されたと考えられる一群であ
る。
　Ⅰ類の平均法量は最大幅・最大厚・重量とも，最大値
を示しており，肉厚で重量の必要とされる「斧」として
の機能を示すものと考えられる。
　Ⅱ類は比較的大型のものもから，片刃で厚さが薄いも
のも存在する。そのため，伐採から木材加工具としての
利用が推定され，「斧」から「手斧」・「ノミ」まで幅
広い用途が想定される。その中でも，本遺跡では比較的
肉厚のものも多く存在するため，Ⅰ類との機能差などを
今後検討する必要があろう。
　Ⅲ類は石ノミ形石斧で，平均法量が最大幅・最大厚・
重量も最小値を示しており，より細かい加工を行ったも
のと考えられる。
　Ⅳ類としたものは最大厚・重量がⅠ・Ⅱ類よりも小さ
く，比較的小型で薄手であり，片刃になるものも多い。
また，微細な剥離が見られるものもあり，Ⅲ類と同じく
細かい加工を担う製品が多いと考えられる。
　Ⅳ類の内2281・2282・2283・2284・2285は，未製品で
ある。また，磨製石斧の石器組成は主に砂岩や熱変性
を受けたと考えられるホルンフェルスで，さらに花崗岩
や閃緑岩と考えられるものも含くむと52点中40点で，約
77％を占める。中津野遺跡の東側に位置する金峰山系
は，主に白亜系の砂岩・泥岩から構成される四万十層群
である。各所で第三紀花崗岩が貫入し，金峰山西麓に露
出しているとされている。磨石・敲石の中には石器製作
に用いられたと推定されるものがあり，2364や2379は石
器製作に用いられたと考えられる敲痕と剥落が見られ
る。これらのことから，磨製石斧の生産地の可能性も考
えられる。

（３）打製石斧について

　縄文時代後期に属すると考えられる打製石斧は162点
出土しており，そのうち53点（約33％）を図化している
（第２－133図参照）。ここでは，報告した打製石斧の
組成や法量の傾向から若干の考察を行いたい。分類ごと
の平均法量を第3-44表に，石材組成表を第3-45表に示し
た。
　なお，打製石斧の分類は，事実記載でも述べている
が，下記の通りである。

打製石斧分類基準
Ⅰ類　ヘラ形（両耳型）で，刃部の両側部が摩耗し，基

部に抉りがあり，潰れた光沢があるもの
Ⅱ類　ラケット形（有肩石斧）で，刃部に刃こぼれや摩

耗が生じ，基部が細く両側部に摩滅による光沢や潰
れが生じているもの

Ⅲ類　その他，Ⅰ・Ⅱ類以外のもの

　打製石斧は一般的に土掘り具として認識されている
が，形態や使用痕の観点から伐採具の可能性を指摘され
る。中津野遺跡でⅠ類としたものはヘラ形で九州南部の
縄文時代晩期特有の器種で，ヘラ・コテ的な使用を指摘
されている。その使用目的は，軟質土壌の掘削（掘り起
こし）や湿地性植物の地下茎植物採集・イモ類栽培など
除草を想定している。ただし，身の厚いものは石鍬とし
て使用されたとしている（板倉2009・2015）。平均法量
値は最大幅・最大厚・重量ともⅠ類からⅣ類の中でも最
小値を示している。形状では全体的に先細りするものが
多く，使用痕については刃部に対して横方向の擦痕が見
られるものがある。仮に土掘り具と推定すると縦方向の

第3-42表　磨製石斧分類ごとの平均法量

第3-43表　磨製石斧石材組成表

磨製石斧　法量

分類＼法量 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 重量（㌘）

Ⅰ類 5.90 3.36 348.62

Ⅱ類 5.43 2.79 341.54

Ⅲ類 2.21 1.33 43.60

Ⅳ類 5.18 2.09 176.83

器種＼石材 AN CH HF SH SA CC CL GR 系 TU 他 合計

磨製石斧 1 0 18 5 18 3 3 4 0 0 52

Ⅰ類 1 0 4 1 6 0 0 1 0 0 13

Ⅱ類 0 0 3 1 5 2 0 2 0 0 13

Ⅲ類 0 0 1 0 1 0 2 0 0 0 4

Ⅳ類 0 0 10 3 6 1 1 1 0 0 22
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擦痕が見られ，刃部の使用形態は先細りするのでなく均
等に潰れるものと推定される。また，平均法量からも各
類の最小値を示し，土掘り具としては耐久性に劣るもの
と考えられる。このことから，単なる石鍬的な土掘り具
ではなく，板倉氏が指摘しているヘラ・コテ的な使用方
法に適していると考える。
　Ⅱ類は広刃型（有肩型）打製石斧とされ，幅広な素材
と入念な基部成形が必要であり，より限定された用途
が想定されている。刃縁を使用とした植物利用の万能
的なオノ・ナタ的な使用を指摘している（板倉2009・
2015）。
　本遺跡のⅡ類打製石斧は幅広で，Ⅰ類よりも厚み・重
量も大きいため，指摘されるような用途の可能性もある
と考える。
　Ⅲ類については破片資料やⅠ・Ⅱ類のどちらとも分類
できないものであり，敲打具への転用品も見られる。
　石材組成はホルンフェルス製が多く，54点中39点
（72％）である。Ⅱ類については，５点全てがホルン
フェルス製である。
　Ⅰ類のヘラ形は，九州南部の縄文時代晩期特有の器種
の指摘もある（乙益1985）。本遺跡の主体は縄文時代後
期前半～中頃の指宿式土器から市来式土器であり，時期
差がある。九州南部の生業からの検討や技術的な系譜に
ついての検討が今後必要であろう。

（４）軽石製品について

　縄文時代後期に属すると考えられる軽石製品は209点出
土しており，そのうち103点（約49％）を報告している。
　ここでは，本報告の分類と出土地点，Ⅰａ類とした岩
偶に類する軽石製品について考察したい。
　なお，軽石製品の分類基準は，事実記載でも述べてい
るが，下記の通りである。

　軽石製品分類基準

Ⅰ類　特殊な軽石製品（岩偶・獣形・陰石・陽石・舟形）
　ａ　岩偶に類するもの
　ｂ　陰石・陽石に類するもの
　ｃ　舟形に類するもの
Ⅱ類　特殊な加工を施すもの
　ａ　穿孔や線刻を施すもの
　ｂ　穿孔が複数のもの
　ｃ　その他の特殊な形状
Ⅲ類　１つの穿孔のあるもの
　ａ　楕円形・長方形で穿孔のあるもの
　ｂ　円形で穿孔のあるもの
　ｃ　未穿孔のもの
Ⅳ類　楕円形・円形・球体に形状に整えているもの
Ⅴ類　線状又は擦痕状による凹みがあるもの
Ⅵ類　何らかの加工痕のあるもの

　軽石製品全体の出土状況は，Ｄ・Ｅ－12・13区に集中
していることが分かる（第２－134図参照）。掲載した軽
石製品のうち，Ｄ・Ｅ－12・13区から出土した軽石製品
は，103点中81点で約79％を占めている。この地点の同層
から指宿式土器から市来式土器にかけての土器が多量に
出土している。このことから，主に縄文時代後期の軽石
製品と考えられる。
　分類別の出土地点については第3-46表に示した。これ
を見ると特殊な加工を施すⅠ・Ⅱ類はＤ・Ｅ－12・13
区に集中しており，低地とされる15～21区では出土がな
い。逆に，Ⅲ類・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ類は15～21区でも出土が確
認されており，出土状況の傾向が少し違うことが分か
る。他の石器類の出土状況も調査地点に広く出土してお
り（第２－131～134図参照），軽石製品Ⅰ・Ⅱ類の出土
状況が特異な状況を示してることが分かる。発掘調査で
は埋納・埋設などの状況を示している出土は報告されて
いないが，この出土状況が１つの形を目的とし祭祀など
になどに用いた非実用の軽石製品（Ⅰ・Ⅱ類）を示して
いる可能性がある。
　次に本稿のⅠa類（岩偶に類するもの）について，考察
したい。岩偶については，寒川2002が詳しいので，その
分類に基づいて，検討する。

寒Ⅰ類　頭部は丸く作り出され，頭部と胴部は巡る沈線
によって区分される。腕部表現は見られない。胴
部が作り出されているものもある。

寒Ⅱ類　頭部と胴部は沈線で区分され，腕部は「X」状
の沈線，脚部は主に沈線，または切り込みによ
り表現される。脚部表現のないものもある。

　　ａ　全体を楕円板状，もしくは板状に加工したもの
　　ｂ　棒状，または棒状にちかいもの
寒Ⅲ類　頭部と胴部は沈線で区分され，腕部はハ字状線

第3-44表　打製石斧分類ごとの平均法量

第3-45表　打製石斧石材組成表

打製石斧　法量

分類＼法量 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 重量（㌘）

Ⅰ類 6.21 1.68 134.48

Ⅱ類 8.01 1.83 173.28

Ⅲ類 6.30 2.07 155.32

器種＼石材 AN CH HF SH SA CC CL GR 系 TU 他 合計

打製石斧 4 0 39 4 2 0 5 0 0 0 54

Ⅰ類 2 0 24 2 2 0 5 0 0 0 35

Ⅱ類 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5

Ⅲ類 2 0 10 2 0 0 0 0 0 0 14
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または胴部に接して作り出され，脚部は切り込み
または突起により表現される。腰部に沈線が見ら
れるものもある。

寒Ⅳ類　くびれにより肩を作り出し，沈線により頭部と
胴部を区分し，腕部は胴部より分離する形で作
り出される。最もひとがたに近い形態を呈す
る。

寒Ⅴ類　その他
※本稿分類と区別するため，分類頭に「寒」を付して表

記した。

　寒川氏はこの分類から，南九州の軽石製品岩偶は寒Ⅰ
類→寒Ⅱ類→寒Ⅲ類→寒川Ⅳ類と，大まかに具象化の方
向を巡ると指摘し，その初現は市来式土器の時期として
いる。本遺跡のⅠａ類を当てはめると，穿孔の有無・形
状が一定しない等の疑問点はあるが，頭部と胴部は巡る
沈線によって区分されているように見えることから，寒
Ⅰ類に該当するものと考えられる。特に2401は草野貝塚
出土の軽石加工品に近い形状であり，2402・2403は横位
の線刻や線条痕で頭部と胴部を意識させるものである。
　姶良市木佐木原遺跡は宮之迫式土器を中心とする縄文
時代中期後半～後期前半の遺跡であり，指宿市土器の時
期には終焉を向かえると考えられる遺跡である。そこで
は軽石製品の2000点前後出土しているとされるが，岩偶
に類するものは報告されていない。このことから市来式
土器の時期から軽石製岩偶が製作されることを示してい
る。搬入系の土器である磨消縄文土器とも重なることか
ら，他地域の岩偶や土偶の影響を大きく受けているとも
考えられる。
　Ⅲa類は小型の製品が多く，穿孔を施し垂飾品と利用し
た軽石製垂飾品，Ⅲｂ類は円形で比較的大きな製品が多
く，垂飾品よりは実用品の可能性がある。Ⅳ・Ⅴ類は形
状や擦痕・線条痕などから，軽石を利用して何らかの対
象物を擦るなどの加工具とした軽石製加工具の可能性が
ある。
　本遺跡出土の軽石製品のみから検討をしてきたが，本
県同時期の軽石製品の集成を行うことにより，今後その
使用方法を含めて分類・編年を進めていく必要があると
考える。
（５）その他の石器

　本節で取り上げた石器以外に石錐，尖頭器，異形石
器，石匙，スクレイパー，使用痕及び加工痕のある剥
片，石核，擦切石器，磨石・敲石，礫器，石皿・台石が
出土した。ここでは個々に記述はしないが，それぞれの
石器の石材組成を第3-47表にまとめた。

第3-46表　軽石製品出土地点（掲載遺物のみ）

第3-71図　岩偶各類の形態模式図

（寒川2002から引用・一部改変）

分類 グリット 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

掲載全て

C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1

D 1 34 14 3 1 1 0 0 1 5 1

E 5 22 11 1 2 4 1 0 0 0 0

Ⅰa

C

D 5 2

E 2

Ⅰb

C

D 1 1

E 2 1

Ⅰc

C

D 1

E 2

Ⅱa

C

D 2 1

E 1 1

Ⅱb

C

D 1 4

E 3

Ⅱc

C

D 1 1

E 2

Ⅲa

C

D 7 2 1 1

E 7

Ⅲb

C

D 4 2 1

E 1 1 1

Ⅲc

C

D 3 1 1 1

E 4

Ⅳ

C 1

D 1 1 3 1

E 3 1

Ⅴ

C 1

D 1 1 1

E 1 2 4 1

Ⅵ

C 1

D 2 1 1

E 1 1 1
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①　②　③　作業風景　④　杭列調査中　⑤　⑥　⑦　調査終了　⑧　水没した調査区
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①　Ｅ・Ｆ－７区北壁　②　Ｆ－10区西壁　③　Ｅ－13・14区　Ｄ－14・15区東壁　④　Ｅ－16～21区西壁

⑤　Ｂ・Ｃ－18・19区東西断面　⑥　Ｅ－19～21区西壁　⑦　Ｄ－29区西壁
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①　掘立柱建物跡２号完掘　②　掘立柱建物跡５号完掘　③　掘立柱建物跡３号検出　④　掘立柱建物跡３号完掘

⑤　柱穴２半裁　⑥　柱穴３半裁　⑦　柱穴４半裁　⑧　柱穴５半裁
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①　ピット検出　②　Ｃ－29区ピット完掘　③　Ｄ－28区ピット完掘　④　炉跡１号検出

⑤　炉跡１号半裁　⑥　炉跡１号完掘　⑦　炉跡２号検出　⑧　炉跡２号半裁
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①　土坑１号完掘　②　土坑２号完掘　③　土坑３号半裁　④　土坑３号完掘

⑤　土坑４号完掘　⑥　土坑５号検出　⑦　土坑５号半裁　⑧　土坑５号完掘
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①　土坑６号断面　②　土坑６号完掘　③　土坑７号半裁　④　土坑７号完掘

⑤　土坑８号遺物出土状況　⑥　土坑８号完掘　⑦　土坑９号検出　⑧　土坑９号断面
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①　土坑10号半裁　②　土坑10号完掘　③　土坑11号半裁　④　土坑11号完掘

⑤　土坑12号半裁　⑥　土坑12号完掘　⑦　土坑13号半裁　⑧　土坑13号完掘
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①　溝状遺構１号断面　②　溝状遺構１号完掘　③　溝状遺構２号断面　④　溝状遺構２号完掘

⑤　溝状遺構３号完掘　⑥　溝状遺構４号検出　⑦　溝状遺構４号断面
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①　溝状遺構５号完掘　②　溝状遺構６号検出　③　溝状遺構７号検出

④　溝状遺構７号完掘　⑤　溝状遺構８号検出　⑥　溝状遺構８号完掘
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①　溝状遺構９号完掘　②　溝状遺構10号完掘　③　溝状遺構11号検出　④　溝状遺構11号完掘

⑤　溝状遺構12・13号検出　⑥　溝状遺構13号断面　⑦　溝状遺構14号検出　⑧　溝状遺構14号断面
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